
血液ガス分析装置による透析液成分濃度測定性能評価

―ABL90 FLEXを用いた基礎的検討―

0 年 月より、一般社団法人日本血液浄化技術学会に

よる透析液成分濃度測定装置の認証制度が開始されまし
た。本制度により、各種分析装置において、透析液測定に
関する適合性の評価が実施されました。認証項目である
pH、 3

-、 、 、Clを測定可能な血液ガス分析装置も対
象となっており、透析液成分濃度の確認に使用されます。

今回、透析液成分濃度管理にラジオメーター社製血液ガ
ス分析装置 ABL90 FLEXをご使用いただいているご施設で
の透析液成分濃度の測定性能をご評価いただきました。

医療法人

おおうみクリニック

地域の第一線医療を担うホームドクターとして、
総合的、専門的医療に取り組まれていらっしゃいます。
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RADIOMETER

QA(Quality Assurance)とは、『常に質（内容）を確認し、継続的な向上を
目指す』という意味で、Radiometer の基本コンセプトです。
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血液ガス分析装置による透析液成分濃度の測定性能評価

を用いた基礎的検討

はじめに

透析液成分濃度管理における

透析液は 方 医 品である透析 を 合し
て 成している。 の 度および 合 度を確
認するためには、成分濃度を 確に る がある。
透析施設では、透析液の 合 度の確認として、
pH、 質濃度、 度、 透 などが一般的
に用いられているが、pHの 測には血液ガス分析装
置、 質についてもイオン 性 （I
S E ：ISE）法で測定している施設が多
い。どちらの測定装置も血液を 対象としたもので
あり、透析液を とした 合にはタンパクなどを
まないことから、 とは なった となる。

日本 方で測定されている方法 ）と、透析施設で
一般的に測定されている血液ガス分析装置の測定
原理を表 に す。 トリ ムなどの測定に用いられ
てきた 度法は、 を して測定する方法
であり、 の いによる との は なかっ
た。一方、ISE法では を 測定する方法が多く

用されており、 の いによる測定 の
が大きい。

項目 日本 方 血液ガス分析装置

トリ ム 度法 ISE

カリ ム 度法 ISE

カ ム E A キ ート 定法 -

マ ム E A キ ート 定法 -

（クロー ） 定法 ISE

pH 方 一般 法 pH測定法 測定法

透 方 一般 法 透 測定法 -

ド 方 一般 法 液 クロマト ラフ法 コースオキ ー 法

方 一般 法 液 クロマト ラフ法 -

イオン（ 3
-） - pHとp から

表 日本 方と血液ガス分析装置の測定原理 ）

透析液成分濃度測定の目的

日本血液浄化技術学会では、検査医学標 質
機 および日本臨床化学会の協 を て透析液
測定用常用 標 質を 成した。この透析液
測定用常用 標 質を測定して、一定の
内の が られた測定装置に対し認証を る認
証制度を開始した。

認証制度の開始により、 された透析液
の成分濃度を 確に することが可能になった。
今回、認証の対象となった項目はpH、 3 、 、
、Clで、 （ 0 年 月）までに 機種のISE
質 とISE き血液ガス分析装置が認証されている。

透析液成分濃度測定装置の認証開始

認証装置であるラジオメーター社製ISE き血液ガ
ス分析装置ABL90 FLEXを用いて、透析液測定用常用

標 質JCCRM 00- （以 、 00 ）を
測定し、 の測定 度と認証 との適合性を評価し
た。

目的

測定
対象 とした 00は とク ン の
種で、どちらも中濃度と 濃度の 濃度となっている。

はpHおよびp を一定に つ目的でガラス

評価対象

パラメーター 指標

pH A B液の 合 の 性

- B液濃度の 性※

全 濃度の 性

A液濃度の 性

Cl A液濃度の 性

表 透析液成分濃度管理で使用するパラメーター 3)

※ 成分の全てが 3
-として していないためやや

にこれらの を するために、 対象を
透析液とした透析 ードを した測定装置も
するが、透析液用の標 液やコントロー 液はこれ
まで 、透析液 ードで測定した が で

ある 証は かった。つまり、これまでの透析液は透
析 が適 に 合されているのか不 であ
るのと に、透析液の濃度が施設 で なること
も される。 こで、日本血液浄化技術学会では、
各透析施設で 成された透析液濃度を 確に測定
することを目的に、透析液専用の標 液を 成し、
透析液濃度を測定する装置に対し 透析液成分濃度
測定装置の認証指 を 定した 。

また、イオン成分を測定する方法であることから透析
液を とした 合、 度法で測定した との
には が じる。

透析 は 質成分と ド 成分で 成された
A原液と、 トリ ムのB原液で 成され、こ
れらを一定 で 合して 成している。A原液
の中にはカ ム、マ ムが まれており、
B原液の トリ ムとの 合により カ

ム、 マ ムの結 が発 することな
どから、透析液は 療 に 合し、pH、 3-、

質濃度を確認した上で 療を開始する。
pHを実測することでA原液とB原液の 合 の
性が確認でき、 を実測することで全 濃度の
性が確認できる。
とClを実測することでA液の 性が確認でき、

-を実測することでB液の 性が確認できる
（表 ）3）。

評価対象および方法

アンプ 中に した液 となっている。測定 には
一定 度の で定常 とした に、アンプ を
分 し、液 と を さ た に測定する。ア
ンプ を開 すると 化 は してしま
うので、開 は やかに測定し、 回のみの使用
が 定されている。

00は一 の中に の中濃度アンプ
本と 濃度アンプ 本、ク ン の中濃度アン
プ 本と 濃度アンプ 本の 5本のアンプ で
成されている。

認証 はpH、 3については中濃度のみで、 、
、Clは中濃度と 濃度の 濃度で認証 が設定され

ている。認証 には測定不確かさ、 質性および
安定性の不確かさ、 を考 した 不確

かさが設けられている。表 に 00の認証 お
よび 不確かさを す。



ABL90FLEXで 測された全データを表 に す。 と認証 の は全項目において認証 に対
し0 の 内だった。測定 の ラ キの指標となる （ ）は0 9 以 （0 0 0 9 ）で、
めて い 性が確認できた。

確性の評価

アンプ （ 00A
中濃度- 中濃度-

本目

本目
3本目
本目
本目 9
本目 0

7.337 7.334
SD 0.004

認証 7.33 7.33
0.007 0.004

アンプ （ 00A
ク ン

00
中濃度- 中濃度- 中濃度

本目 0
本目 0

3本目 0
本目 0
本目 0
本目 0 0

2 2 2 30.5
SD 0.3

0.3 0.3
認証 2 2

0.3 2 -

項目
中濃度 濃度

認証 不確かさ 認証 不確かさ

pH 0 0 - -

p 2 - -

3
- 0 - -

0 0 0 0

0 0 0 9 0 0

0 0 0 0

項目
中濃度 濃度

認証 不確かさ 認証 不確かさ

3
- - -

0 0 0 0

00 0 0 9 0 0

0 0

表 透析液測定用常用 標 質 JCCRM 300- 2の認証

JCCRM300A-12（ ）

JCCRM300C-12（ク ン ）

表 JCCRM300測定結果 pH 表 JCCRM300測定結果 3
-

測定機
ラジオメータ社製ABL90FLEXには、今回の評価対
象項目であるpH、 3 、 、 、Cl-の に、p 、
イオン化 、 ロ ン、 、L 、
B の が られる機能が されている。
装置は であり、 リンジ内のサンプ Lを

吸 、 か で結果が られる。

定 的なメン ンスはセンサーカセット（
）と 液パック（ ）の のみであり、
度管理機能を している。

方法

一ロットの 00を セット し（ 中
濃度は セットに アンプ ） に の
に い、ABL90 FLEXの透析液 ードで測定した。 ら

れた結果の と認証 を して 確性を評価
した。

に、標 と から、 性の評価を
行った。また、 00の には標 質

の 回使用が 定されている 。 の の 度を
確認するため、 一アンプ を連続測定し、 の
安定性について確認を行った。

結果

アンプ （ 00A
ク ン

00
中濃度- 中濃度 濃度 中濃度 濃度

本目 0 0 0
本目 0 0 0

3本目 0 0 0
本目 0 0 0
本目 0 0 0
本目 0 0

SD 0.0 0.0 0.4 0.0 0.0
0.0 0.0 0.3 0.0 0.0

認証
-0.4 - -
2 2

表 JCCRM300測定結果



アンプ （ 00A
ク ン
JCCRM300C)

中濃度 中濃度- 濃度 中濃度 濃度

本目 0 0 0 0 0
本目 0 0 0 0 0

3本目 0 0 0 0 0
4本目 0 0 0 0 0
5本目 0 0 0 0 0
本目 0 0 0 0 0

2 2 2
SD

認証 2 2 2
- -

アンプ （ 00A
ク ン
JCCRM300C)

中濃度- 中濃度- 濃度 中濃度 濃度

本目 0 0 09
本目 0 0 09

3本目 0 0 09
4本目 0 0 0
5本目 0 0 0
本目 0 0 09

2 2
SD

認証 2
-2 -
2

表 測定結果

表 測定結果

一アンプ を連続 回測定した の JCCRM300のpH、p 、 3
-の 的な 化を に す。

アンプ を開 には、pHは 的に上 し、p は 的に していることから、 化 が
することが確認できた。
一方、 、 、Clでは 的な 化は認められなかった（ ）。

ガスの による の

ABL90 FLEXで測定したJCCRM300の と認証 の結
果から、ABL90FLEXは めて 確に つ 度に透

析液成分濃度を測定できる装置であることが確認で
きた。
しかし、データの分 の指標となる標 （SD）
は、 と ではSD 0となっている。これは およびCl
では 点以 の表 が く、 では 点第一

までしか表 されないためであり、今 、より な
データを し、より 度な管理を行うためには、

表 の が可能となる機能の が さ
れる。また、測定 の 的なデータの開 が可能
となることが される。

JCCRM300の には標 質の 回使用が

定されている。アンプ 開 の を連続測定
したとこ ガスは し、pHおよびp は

的に 化することが確認できた。 が透析液
の 合にも ガスの を考 し、 は
やかに測定すること、 して 回の測定とすることが

と れた。

まとめ

透析液濃度の適 評価を目的として 成された
JCCRM300をABL90 FLEXで測定した結果、ABL90 FLEX
は めて い 度で 確に透析液成分濃度を測定
できる装置であることが確認できた。

考 献：
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） 日本血液浄化技術学会： 透析液成分濃度測定装置の認証指 日本血液浄化技術学会 0 （ ）： -9

3） ： 透析液の組成管理 透析液安全管理 者 会 キスト 0 （ ）： -
4） 透析液測定用常用 標 質 JCCRM300- 取

p )
3
- L)

pH

2 中濃度の 一アンプ を連続 回測定
したときの の 化

L L

考察

ガス の測定 には、 中の の などに
よる 発 も なから 発 する 性がある。
JCCRM300では 回使用となっているが 、 、Clの
安定性は めて いことが確認されたことより、装置
の評価 には 性のデータを した上で、
測定をすることで、より 確性が まると れた。

今回、測定に用いたABL90FLEXは、メーカがあらか
じめJCCM300を用いて認証 に適合する がされ
ており、本検討で使用したJCCRM300とは ロットであ

る。認証 と実測 に がなかったことから、
JCCRM300は 性の い透析液用標 質である
と れた。

中濃度の 一アンプ を連続 回測定
したときの p 2 3

-の 化

0

00

0

0

回目 回目 3回目 4回目 5回目

Cl

0

0

40

0

回目 回目 3回目 4回目 5回目

pH

p 2 3
-の 化 の 化



会社紹介

、 ロゴ、ABL、A 、 、A E、 および L BE は A （デンマーク）の商標です。

ラジオメーター株式会社
本社
〒 0-000 東京都品川区北品川 - -35
EL：0 - - 00（代表）

■ 最新の製品情報はこちらをご覧ください

■ アキュートケア支援サイト
-

ラジオメーターは60年以上の歴史を持つ血液ガス分析のパイオニアメーカーです。

私たちの原点

1952年

ヨーロッパを中心に猛威を振るったポリオにより多くの子どもたちが

呼吸機能不全で命を失いました。

ラジオメーターはコペンハーゲン大学との協働で血液のｐＨを測定

する装置を開発し、診療に貢献しました。

年に世界初の市販血液ガス分析装置を発売以降、
ラジオメーターの製品は か国以上の病院、診療所、
検査施設で使用されています。

ラジオメーター社の日本法人は全国 拠点に配属された
スタッフにより、緊急検査項目である血液ガス分析装置を
安心してお使いいただけるよう、サポートを行っています。


